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奥日光丸沼 ・ 管沼における P,,don,a相の比較
(特に種と森林環境について)

斉藤秀生': 林良一2)・ 斉藤秀秋')
pidon,a類の生息する森林環境については、 林(1971 ) の全国的な調査研究、 また窪木(1974ほか)
の一連の研究などがある。 それらの報告から、 Pidonia類は種によってそれぞれ生息する森林環境に
相違が見られることが指摘されている。

筆者等は日光地方においてP,do7M類の最も多い季節( 7 月中~下旬) を中心に採集調査を行ない、
その結果種類によって生息する森林環境に相違が認められたのでその内容をここに報告する。

調査時期 : 別表の通り。

調査地域: I、丸沼周辺; 国道120号線沿いの丸沼温泉入口( 標高1500m) から丸沼温泉( 標高
l,400m) までとその周辺。
当地は、シラビソ・ オオシラビソの原生林であるが、ブナ帯に近くブナ・ ミズナラ ' シラカンパ '
ダヶヵンパ・ サワグルミ・ ヤマハンノキなどの樹木が入り込んでいるため、針葉樹林帯とブナ帯との

混生帯の様相を呈している。 林床はチシマザサに被 されるが、 要所要所にはシラネセンキュウ ' オ

図1. 奥日光 ( 群馬 側 ) と調査地点
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ニシモツケ・ ャグルマソウ・ ャマブキシ, ウマなどが自生している。 しかしながら残念なことに、近
年になって林床や草原の草本類の刈り取りによりこれらの環境が著しく破壞され、ハナカミキリ類の
訪花植物が年々その姿を消している。 したがって、採集されたPidonia類は表1 ' 2 で示 した通り調
査実施初期の1973 年から後期1975 年まで年々その個体数が減少していく傾向にあり、 目に余る環境
の変化を裏づけている。

n、管沼周辺; 主に金精 登山口付近 ( 標高1,750 m)。
当地は典型的なシラビソ・ オオシラビソ群の原生林で、針葉樹が圧倒的に優占しているo林床には
チシマザサが密生しており、要所要所にハリプキ・ ヤグルマソウ ' オニシモツケ ' ヤマブキシ ' ウマ

などが自生し、また針葉樹の枯木にはゴトウズルが巻き付いている。
参考調査地域; A、片品村上小川大沢周辺( 標高800 m)。いわゆるクリ帯で、Pid°nia類の訪花
植物はクリである。  ; B、白根温泉・ 丸沼間に位置する建設平(栃ノ木ドライブイン周辺、標高1,300
~1,400m)。典型的なブナ帯で、ブナ・ ミズナラ・ サワグルミ・ カツラ ' ヤマハンノキなどの広葉樹
が豊富で、pidon,ia類の訪花植物としてはシラネセンキュウ ' ゴトウズルなどがあるo  ; C、金精
より高標高の地域一金精 ( 標高2,040 m) から金 山( 標高2,240 In) さらに五色山( 標高2,350 m) を

経て白根山( 標高2,577 m)に至るまでの地域。環境は管沼同様、典型的なシラビソ ' オオシラビソ群
の原生林である。 樹林内にはほとんど下草がなく、やや開けた場所や谷合いなどに高山植物が自生し
ている。 したがって、 pidonia類の訪花植物はほとんど見られず、わずかにャグルマソウが開花して
いるのみであった。

調査方法: 各地城ごとにPidon,,a類を訪花植物、天候、時間などにかかわらずすべて採集し、 種ご
とに分類しさらに lllに分け個体数を記録した。
以上のような方法で1973 年から1975 年まで採集したそれぞれのデー^は表 l ' 2 の通りであるo

調者結果

。丸沼と ' f沼では●類数が異なるo
表l に示した通り丸沼では16種が確認された。それに対し管沼では9 種のみで、それらはいずれも
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表 1.  丸沼におけるP i d o n i aの各 tのデー タ



丸沼との共通種であったo このことから管沼で採集できなかった7 種、 a,Mntataセスジヒメハナカ
ミキリ、 .sig,ti feraナガバヒメハナカ ミキリ、 s・emiobs・curaホソガタヒメハナカミキリ、 d i.s,co ld 『

1,1.g キベリクロヒメハナカミキリ、 ohba3lashiiオオパヤシヒメハナカミキリ、・m.as・aki iムネァカョコ
モンヒメハナカミキリ、 grauatr iaオオヒメハナカミキリと、 丸沼・ 管沼の共通種の9 種、 testa -
e eaニセフタオビチビハナカミキリ、 oyamaeオヤマヒメハナカミキリ、  o,bs・cur lerシラネヒメハナ
カ ミキリ、 sytuicoia ミヤマヒメハナカミキリ、 in_,t ura ta ヨコモンヒメハナカ ミキリ、 m.a tsu -

.sht tai へリモンヒ メハナカ ミキリ、 nu ta ta ヒメハナカ ミキリ、 naetd i t1tor m カクムネヒメハナカ

ミキリ、 do - ,s チャイロヒメハナカミキリとでは、その生息する森林環境を異にすると思われる。

°書沼で採集できなかった7 t
これらの7 種のうちa:mentata及び.s,gni feraは通常春から初夏にかけて出現する種であり、  .s,e -

mio‘b.s,oura及びdisco,.daLis も初更近くに出現期のピークがあるため、 筆者等が調査を行なった7 月

中一 下旬では採集個体数が非常に少なかった。  したがってこれらの種によって森林環境を判断したり、

その種の生活環境を考察するのにはまだ資料不足である。  しかし、一般的に早い時期に出現期を持つ

種は標高を上げることによって比較的遅い時期でもその姿を見ることができるため、管沼でこれらの

種が確認できなかったことは興味深い。

それに対し、  ohba3,asんii、m.a.s・alt i,.、 grauatri.rは出現期のピークがいずれも 7 月下旬であり、

特にm,a - ii、 gratLat ri.rは丸沼で多数採集されているにもかかわらず、管沼では採集できなかった。
このことはこの2 種が丸沼の環境には適応し、管沼の環境には適応していないことを暗示している。

なお、 1974年7 月20日に柴田考尚氏と管沼、丸沼間の国道沿いを採集した際に、管沼 ( 表2 の各デ

タのP,doniaを採集した金精 登り口付近 ) から丸沼方向に約300 mほど歩いた所のイタヤカェデ
の花上よりm.as・ak,i、  ohba3la.sん,.,の雌をl 個体づつ採集することができた。 筆者等が3年間余りにわ
たって採集調査した金精 登り口付近では l 個体も得ることのできなかった両種が調査地域からわず

か300 mほど丸沼に寄った地点の花上から採集されたことは非常に興味深い。
管沼で採集できなかった丸沼の7 種のうちoんba3lashi iを除く6 種のすべてが表3 のように参考調査

地域Bの典型的なブナ帯を有する建設平で採集された。 このことから、 これらの6 種がなんらかの形

でブナ帯に生活環境を依存していることを暗示している。

※未整理の標本
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表2.  管沼におけるP i do n i aの各種データ
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° 主に丸沼と' f沼の針開林に生息する6 a
syL,,,coLa、 Mt.,pus・んi tai は元来個体数の少ない種であるので他の種ほど多数の個体を得ることは

できなかったが、 この2 種を含め、丸沼・ 管沼共通の9 種はいずれも出現期のピークが7 月下旬頃で

あるため特に出現期 に関する問題はないであろう。

tes taeea、 o・y amae 、 obscur iorはシラビソ・ オオシラビソ群を有する丸沼・ 管沼では比較的多数

採集されたが、典型的なブナ帯である建設平付近ではまったく採集されなかった。 また、管沼より標

高の上った金精 から五色沼までの地城においてもこの3 種が得られた。 このことからは、この3 種

は明らかにシラビソ・ オオシラビソ群を有する森林に依存していることを暗示している。 また fyi -
,, icotaも採集個体数は少なかったが、丸沼・ 管沼以外で採集できなかったことから、上記の種と同様

と言つてよぃであろう。 本種は他にも白根山の西側を流れる仁加又沢においても採集できるが、 それ

らはいずれも丸沼・ 管沼と同様なシラビソ・ オオシラビソ群を有する森林であった ( 斉藤・ 林1974 -
l ・年調査、 未発表 )。

,n.s,uturata、 mat.fusf, i ta,においても上記の4種ほど顕著ではないが、それぞれなんらかの形で針
葉樹林に依存していると思われる。 しかしこの2 種においては、 個体数は少なくなるが、建設平のよ

うな典型的なブナ帯においても採集することができるので、 より詳細な調査を待つ必要があるだろう。

°ブナ常から針業日林まで広く生息する3 t
mutataは典型的なブナ帯である建設平から管沼まで採集される。 なお建設平及び丸沼の本種は比較

的大型個体で翅常に黒帯を持ち、前胸背が黒色の個体であるが、それに対し管沼の本種は上記のよう

な個体から、 より小型で輪翅及び前胸背の黒色部分を全く欠く個体、 さらに両個体の中間的な個体ま

で採集された。

,nueui i t1l,era・・は建設平から五色沼までのブナ帯から針葉樹林帯まで、 比較的多数得られた。 de -
bi t ,sについても同様で大沢周辺のクリ帯か

大沢 f 沼
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表a 各地のP i d on,i aの分布( 7 月中・ 下頃 )

らブナ帯・ 針葉樹林帯まで採集された。  した

がってこの両種はかなり広範囲の地域のいろ

いろな森林に生息している種と思われる。 な

お管沼より標高の高い地域で採集された両種

の中には腹部の黒化する個体が目だって混っ

ていた。

以上が調査結果であるが、丸沼・ 管沼で採

集できなかったpuz, tel フタオビチビハナカ
ミ キリ及び .s・tm L ttmaニセョコモンヒメハナ

カミキリをも含めて、奥日光のP,don,a l8種
をその生息森林環境から任意に3 つのグルー

プに分けると次の通りである。

1.  広葉樹林' 特fこブナ常に生息する t
puziLoi一典型的なブナ帯に生息する。春

から初夏に出現する種のため7 月の調査では



ほとんど採集できなかった。

s imi 1,1, im,a -前種同様ブナ帯あるいはそれ以下の樹林帯に生息し春から初夏に出現するo
,nasak,i - ブナ帯依存の代表的な種であり、 7 月から8 月に出現する。

anentata - 春から初夏に出現するが、 春に出現する個体と初夏に出現する個体では 翅 が異

なり、後者はブナ帯に生息する。

semiob.s・eura - 初夏から8 月上旬まで出現し、典型的な針葉樹林帯には決して生息していないo
oんbaj,asん,i - 出現期のピークが7 月下旬で、その前後は比較的個体数は少ない。
s・lg,ufera一春から初夏に出現し、初夏にはブナ帯で採集される。
d ,s co idaL, s -前種同様春から初夏に出現するが、前種より標高の高い所まで生息している。

grauatr i.r一典型的なブナ帯に生息し7 月から8 月末まで出現するo

2.  針葉樹林、 特にシラビソ ・ オオシラビソ群の原生林に生息する t o
tes・taeea - 典型的な針葉樹林帶に生息するo 出現期は7 月から8 月である。

,nsuturata - 前種同様針葉樹林性の種である。前種がpuzi1,01に対すると同様に.si,ai ui,na と植
生による垂直分布、出現期などの点で生態的なすみわけが認められる。

o3la,nae - 針葉樹林帯にのみ生息し出現期のピークが7 月下旬である。

obs・cur,or一針葉樹林帯に生息し、 semiobscuraと生態的なすみわけが認められるo しかしそれは
植生によるものと思われ、丸沼のようにブナ帯と針葉樹林が混り合う地域では混生する。

,nats・u.sん, ta, - 出現期のピークが7 月下旬で、典型的な針葉樹林帯に近づくにしたがって個体数を

増す傾向が認められる。

syl v,coia - 典型的な針葉樹林帯に生息する種で、 奥日光では丸沼 ・ 管沼の他に仁加叉沢の針葉樹

林帯地域( 1,700 ~1,800m) にのみ生息する。出現期のピークは7 月下旬であろう。

3.  広葉樹林から針葉樹林まで広く 生息する種

deb,,L,s・ -初夏から8 月末まで、 クリ帯( 800m) から針葉樹林帯( 1,800m) まで生息する。

m.utata - 初夏から出現し7 月末が最も多い。 ブナ帯から針葉樹林帯まで生息する。 なお出現期初

期にブナ帯で現われる個体( 原型 ) と後期に針葉樹林帯に現われる個体( 高山型) とが認められる。

maeu i, , tんo raa 一初夏から8 月末まで、 ブナ帯から針葉樹林帯まで生息する。 上記の2 種と同様に

針葉樹林帯では腹部の黒化する特異の変異が現われる。

今回の調査は奥日光で最もPidoni,a類の種及び個体数の多い7 月中下旬を中心に行ない、大まかな

傾向をつかむことができた。 今後は期季や地域を徐々 にずらしながら調査を続けていきたいと考えて

いるo

またP,dom,a属はその幼虫期及びHostについての知見がきわめて少なく、 d,,,s・o・oida ti s 、 de b i -

i is・のHos t例及び;mutataの幼虫期、 Hos tが知られているのみであるo したがってPidonia属の生
活環境については、 その成虫の生活環境を調べる事が幼虫期及びその生活史そのものを明らかにする

方法の1 つであると確信している。

その後筆者らは特にPidoma類の訪花性についてのデータを取り始め、 すでにそのいく つかを報告
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した。 その中で斉藤ほか( 1978 ) では一訪花植物によ り訪花昆虫の内容が極端に異なる場合もあるの

で、 採集した種の内容および個体数からその生息環境や優占順位等を安易に導きだすことは大変危険
である一 ことを述べた。 しかしl976 年からl979 年まで毎年行なった諸々の調査では、それぞれ訪花
植物別にデータを取ったが、その結果においても丸沼・ 管沼におけるPidonia相の相違は以上に述べ
た通りであったoすなわち、丸沼ではォニシモツケ・ ヤマブキシ,ウマ ' ヤグルマソウ ' シラネセン
キュゥ . ゴトウズルなどの訪花植物があり、先に述べた18種のPidoniaが個々の特有な嗜好性のもと
に訪花していた。それに対し管沼ではャグルマソウ・ オニシモツケ・ ゴトウズルの3 種が主な訪花植
物であるが、他のシシウド・ ヤマブキシ, ウマ・ イタドリ・ シ・ ウマ類をも含めて見た場合において
も、先に述べた9 種以外の種は1 個体も得られなかった。 このことから各種の持っている訪花の嗜好
性も考慮した場合においても丸沼 ・ 管沼間にはその森林環境その他の要因からP ,d°m a類の種構成が
異なることが確信できた。 また、調査中(1974~l979 年) に会った一般の採集者の私言では管沼で

am,en tat a、Ohbaya.fんii、 discoidaL'sを1 個体採集したという指摘があったが、いずれも筆者らは
その個体を確認できなかった。

さらに、斉藤ら( 投稿中) の1978 年の調査では丸沼でマー キングしたこの ちにその場で離したdeb' -

Lis雌1 個体が翌日に管沼付近で採集されたことから、丸沼の個体がふきあげその他の原因で、直線
距離約5 Kmはなれた管沼へ移動する可能性は十分考えられる。 しかしそれは単なる移動であって、実
際に筆者らが管沼で得られなかった9 種が管沼で生活できるとは考えられない。
したがって日光地方において典型的なシラビソ・ オオシラビソの針葉樹林帯に生息しうるPid°nia
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図2.  日光白根山周辺における P i d o n i a の垂直分布 ( 自根山を北側から )
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類は管沼に分布する9 種のみであると言える。 なお1976 年から1979 年の調査に要した.PidoM・a類の
個体数は丸沼産の個体約3,500頭、 管沼産の個体約4,000頭である。
最後に、神田(1979 ) は奥日光( 栃木県側) におけるPidoniaの垂直分布と森林環境について述べ
ているので、それと比較したい。 この報告はちょうど白根山の東側の調査を行なったことになるので、

筆者らが行なった西側( 群馬県側) の調査とを図2 で対称的に比較した。 図2 における森林環境の標
示は、 白根山において群馬側と 木側との標高による基本的な森林環境の相違は認められないため、

すべて神田にならった。

両者の比較において特筆すべき点は、筆者らが6 年間にわたり調査した結果典型的なシラビソ ' オ
ォシラビソの原生林 ( 針葉樹林帯 ) には決して生息しないohba3lashu、 mas・aki i、 s・emi obsa ra な

どが管沼より標高の高い金精 口( 標高1, c0  m)  るいは金 ( 標高2,040m) で得られていると

いう点である。 これらの種は先に述べたように、ブナ帯依存種あるいはなんらかの形でブナ帯にその
生活圏を持つ種である。 特に,nasaku、 so,m. obs・curaでは日本全体を見た場合においても典型的な針
葉樹林帯には決して分布しないので、 神田によるこの指摘が唯一の反対例である。

末筆ながら6 年間いろいろお世話にな り、 調査の協力も していただいた三好屋の皆さま特に倉田悦
子・ 星野晴美・ 倉田 博・ 倉田 修・ 倉田 毅諸氏に深く感謝する。またそのつど調査に対する御意

見 ・ 御指摘から実際の調査に御同行していただいた柴田考尚氏、 Pidoma類の分類についていろいろ
と御教授いただいた小池 寛氏にも厚く御礼申しあげる。
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新入会員

会員番号 氏 名 郵便番号

(1980年5月2日~1980年12月31日)

o f i:所変更 ( 新fl-所 )
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o認定退会 : 本会も創立から9 年目を迎え、 そろそろ長期会費未納者が目立ってまいりました。 数回
の通知に もか力わ らず1981 年5 月l 日現在、1979 年度以前の会費を滞納されている方は
残念です が認定退会扱いとさせていただきました。

なお、復会には未納分の会費と入会金500円を必要とします。

。復 会

寄 付
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o維持会員
002

005

0 08

031

高桑 正敏

福田 惣一

露木 繁雄

穂積 俊文

040 新井 久保

046 衣笠 恵士

09 9 草間 慶一

100 藤田 宏

134 安田  幸夫

1 3 5 平田 信夫

※以上の方々 から寄付金および維持会員会費をいただきま した。 御協力を厚く 感謝いたしますo
( 会計 )

会からのお知らせ・ ご案内

oパックナンバーはすべて東京通販サービス社へ /
1980年度よりバックナンバーの発送はすべて東京通販サービス社に委託いたしました。 バックナン

バ ーのお申し込みは必ず東京通販サービス社の方へなさって下さい。 事務局の方では一切扱っており

ませんので、絶対にお申し込みにならないで下さい。また、1980年度よりバックナンバーの学生割引
はやめ( 委託販売により計算が大変めんどうになるため ) 、一律料金といたしました。

「 E L YTRA 」 Vol .1 1 , Vol .2 1 & 2 ( l973~1974年 ) 3 冊組 2,0 00 ( 〒200 )
「 ELYTRA」Vol.3 Nes t/2  「さやばね」 l (1975年) 2 冊組 2,000( 〒200)
「E L YTRA 」 vol .4 1 & 2 「 さやばね」./Ia2 ( 1976年) 3 冊組112,000 ( 〒200 )
「 E L YT RA 」 Vol .5 l & 2 「 さやばね」 3 (1977年) 3冊組 3,000 ( 〒200)
「 E L YTRA 」 Vol .6 1 & 2 「さやばね」./;a4 ( l978年) 3 冊組￥3,000 (〒200 )
「 EL YTRA 」 Vol .7 ./t61 & 2 「 さやばね」 5 (1979~19?年) 3 冊組 3,000 ( 〒200)
「 E L YT R A 」 Vol .8 1 & 2 「さやばね.iJla6 ( l980~ l981年) 3冊組◆3,000 (〒200)

。お申し込み先 : 〒156 東京・ 千歳郵便局私書箱33 号 東京通販サービス社

TE L 0 3 ( 426 ) 6 01 2
郵便振替 東京 0 - 7 31 56

。 会費の納入, 住所変更のご通知の際には氏 名 と共に必ず会 番号をお書き添え下さいますよ うお願

いいたします。

o住所変更の折にはなるべく _すみやかに新住所をご通知下さい。旧住所のままですと, せっかくお送

りした会誌がもどってくるうえに, 郵便屋さんに還付科を請求されますし、さらにもう1 度送り直
す送料もかかります。 今春より郵便科金も値上りしたことです し, 住所変更の届けを出さなかった

ために郵便物がもどってきた場合には, その分の追加送料などを別途 に 求いたしますのでご注意

下さい。

o 「振替口座を作るように」とのお間い合わせが時々 あり, なんとかしたいと思ってはいるのですが,
現在の状況では人手不足でどうにもなりません。 振替口座を作って事務 ' 会計をやって下さる会員
の方が出てこられるまでは, 当分の間, 口座は作れません。 どなたかやって下さる方がおられまし
た らご連絡下さい。 (事務局 )
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収 入 支 出

前 期 繰 越 107,515

入 会 金 1 5.000

バックナンバー代 284,000

1980年度分会費 607,00 0

1981 年度以降分の会費 125.000

別 刷 代 70,890

広 告 料 7 5.0 00

預 金 利 子 2,164

寄 付 1,000

雑 収 入 4,325

さやばね 5 印刷代 145.0 0 0

E L YT R A Vol .7 2印刷代 411,000
( 含別刷代)

EL YTRA Vol .8 JI61 印刷代 399,700
( 含別刷代)

パンフ類コピー代 l 5.6 25

送 料 1 06,630

事 務 関 係 費 l 2,050

雑 費 5.7 20

次 期 繰 越 l 96, l 69

「 1,291,894 l,291,894

ELYTRA ・ さやばねの製本を予定されている方へ

rELYTRA, さやばねもそろそろ総目次を作った方がいい一 - 」というお間い合わせ
が增えてきましたが、ELYTRAの総目次はVet .10発行後( l982年) 、  さやばねの総目
次は 10発行後( 年度未定) に出したいと予定しています。製本するにはちょうどよい厚
さになると思われますので、製本を予定されている方は総目次の発行までお待ちになった
方がよいと思います。 ( 編集部 )

12

さやばね 6 昭和56 年2 月 25 日発行

編集者 : 藤田 宏, 斉藤秀生 印刷 : 岩峰社

発行所 : 日本 翅目学会 ( 〒110 東京都台東区東上野4 - 26 - 8 福田惣一方)



よ り高度な蒐集 ・ 研究は文献から ./

o林l王夫・ 木元新作・ 小林・ 野村 日本産甲虫目録 第3 集 < 力ミキリムシ科(1),
コガネムシ1.:KI), ハムシf-KI)、 B 5 29頁 3冊組 ￥900 (〒200)

o木元新作・ 林l王夫・ 日本産甲虫目録 第4 集<カミキリムシ科(1), ハムシ科(1)>
B 5 38 ;i 2冊組 ￥1,500 (〒200)

o山崎秀雄 千葉県のカミキリムシ B 5 22111 ￥500 (〒200)

o補博幸・ 管 愛媛県の力ミキリムシ B 5 56頁 2 図版 5テキスト図 ￥800 (〒250)

『世界の甲虫』 ( 果沢良彦監修 安田幸夫 岡島秀治執筆)

B5, 218原色図版, 662原色図, TTS特製版。 ￥1,900  (〒350)
世界の主要な甲虫, 約600種を科別に原色で図示された図鑑が昨年刊行されました。 本
来中学生向に出版されたものですが,  クワガタ,  カミキリ, オサムシ,  コガネムシなど
はかなりの種類が図示されており, 大変内容の高度な出版物です。小社では大人向に特
別製本したデラックス版を限定で作りました。中学生向けの版よりやや高くなりますが、
ぜひ特製版をおすすめします。

環境庁編 日本の重要な昆虫類< 全卷完結>

北関東版B5, 33011, 2原色図版￥2,100(〒300)
近 a 版 B5, 624頁, 2原色図版￥3,700(〒350)
北陸版B5, 251買, 2原色図版￥1,700(〒300)
中国版B5, 379頁, 2原色図版￥2,400(〒350)
北九州版B5, 224頁, 2原色図版￥1,500(〒300)

東北版B5, 480頁, 2原色図版￥3,000(〒350)
南関東版B5, 366頁, 2原色図版￥2,300(〒300)
甲信越版B5, 268頁, 2原色図版￥1,800(〒300)
東海版B5, 382頁, 2原色図版￥2,400(〒350)
四国版B5, 253頁, 2原色図版￥l ,700(〒300)
舞a選B5,516頁,2原色図版￥3,100(〒350)

二1 11 1 i , 、 'J キに ' , 擁I ll ノ) l-. ・1ol l 、満1 i保,,d  和 l l,  二1  11  文トさl  ・ 直ちにお1
'11 ・ たします,  代金は到指fit511以内に二'送金下さい.  1?科は2 冊以l:l : '・ ると'i iく

ll ます 又1 同の二'IE 文に、t'200の,'f留料を加算いたします. ( イn し前金不要)

お近くの方は小社(小田急器_堂駅前)へ./ 11虫関係図書
常時4,000タイトル以上在庫水ll餐祭日定休・ 平日10~l9時'
日曜13~17時 JCBカード加盟店在庫リスト(3 回分￥250)

昆虫洋書・ 地方図書は専門の小社へ

東京通販サービス社
〒l56 東京千 I a使局私書m3号 小田急経量ビル12 F l221号

l ' (03) 426 - 6012 使 書 東京 0 - 73 lS6
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大型
4, 500円( 送料別)
中型

4, 000円(送料別)

この価格は昭和51年4 月現在のものです
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